
記者発表

「高梁川流域治水シンポジウム」の開催について 
平成 30年 7月豪雨の教訓を活かして 

流域治水をみなさまと一緒に考えるシンポジウムを開催します 

（１）日 時：令和６年１０月２０日（日） １３：３０～１７：００（開場は１３：００） 

（２）場 所：倉敷市民会館 ２階大会議室兼展示室（岡山県倉敷市本町１７番１号）

（３）内 容：

○特別講演（WEB出演）

講演者：隈 研吾（隈研吾建築都市設計事務所）

○パネルディスカッション

コーディネーター：西山 哲（岡山大学学術研究院 教授）

テーマ「流域治水の取組と高梁川流域の将来に向けて」

○高梁川流域治水ポスターコンクール表彰式 等 

（４）その他

 シンポジウムは入場無料で事前申込制になります。以下の申込フォームにて、代

表者名、住所、参加人数等を明記してお申し込みください。お電話での申込も可

能です。申込フォーム：https://forms.office.com/r/hqPB17ir8P

 会場では講演の他に流域治水模型の実演や、流域治水に関する取組のパネル展

示を行います。

 詳細は別紙１のチラシをご覧ください。

発表日 令和６年9月１2日 

発表者 国土交通省 中国地方整備局 

岡山河川事務所 

配

布先：岡山県政

記者クラブ、岡

山市政記者ク

ラブ

配布先：岡山県政記者クラブ、倉敷記者クラブ 

平成３０年７月豪雨から６年が経過し、高梁川流域では、小田川合流点付替え事業

が完了しました。今年度からは、酒津地区の堤防強化に着手するなど大きな節目を迎

えています。 

気候変動が進行する中で、流域治水による安全性の向上やこれからの高梁川流域の

発展を、住民の皆様と一緒に考えるためのシンポジウムを開催します。 

。

問い合わせ先：国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所 
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TEL  086-223-5101（代表）

086-223-5187（流域治水課直通）

URL https://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/ 申込フォーム 

https://forms.office.com/r/hqPB17ir8P
https://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/
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